
 

 

 

 

 

入学者受入方針／アドミッション・ポリシー 
 

 ２１世紀の人類には、安全で持続的な食料の確保、全ゲノム解読時代の到来に基づく新たな医療

の展開、旺盛な社会活動からの環境保全と生態系の保持などの幾多の問題が提起されている。 

 ⻑浜バイオ大学バイオサイエンス研究科は、この様な問題の解決に向けたバイオサイエンス・バ

イオテクノロジー分野での学問基盤を進展させると共に、その研究成果の産業化を促進し、医療や

地域の発展並びに持続可能な社会の形成に貢献しうる人材の育成を目的としている。 

 

博士課程前期課程 

 

 本学バイオサイエンス研究科博士課程前期課程では、バイオサイエンス研究科の理念に賛同し、

以下の資質を備えた人物の入学を広く求める。 

 1  本研究科における教育と研究を理解・習得するために必要な学力を持ち、学習研究意欲を有 

  する。 

 2  バイオサイエンス分野における学問的発展に寄与し、社会的使命や社会貢献を果たすために 

  必要な専門知識、応用力、実践力などの習得に意欲を持つ。 

 3  本研究科における教育研究成果を世界で役立てるための語学力とコミュニケーション力を習 

  得する意欲と能力がある 

 

博士課程後期課程 
 

 バイオサイエンス研究科博士課程後期課程では、バイオサイエンス分野とその関連分野において、

自立した研究者として大学や企業、研究所などで広く社会に貢献するという強い意欲を持ち、以下

の資質を備えた人物の入学を広く求める。 

 1  バイオサイエンス分野において高い専門知識と技術を身に付けており、みずから研究を立案 

  し遂行できる実践力を持つ。 

 2  研究者、技術者としての使命感及び倫理観を有し、豊かで深い人間性とリーダーシップを身 

  に付けている。 

 3  バイオサイエンス分野の技術と基礎知識に関して、その創造的発展に意欲的に取り組むこと 

  ができる。 

 4  国際化に対応した語学力とコミュニケーション能力を有し、学術的・技術的な国際交流の発 

  展に貢献できる。 

アドミッション・ポリシー（大学院バイオサイエンス研究科） 


